
シンポジウム
〜⾼輪築堤を考える〜

東京都港区高輪の再開発に伴う発掘調査で見つかった築堤跡は、明治5年、新橋・横浜間に建設された
日本最初の鉄道の一部で、海上に敷設された線路として世界でも稀な遺跡です。今この遺跡が消滅の危機
に直面しています。
日本考古学協会は高輪築堤をこの上なく重要な遺跡ととらえ、関係学会とともに国・自治体・事業者に
対し保存と活用を強く要望してまいりましたが、これまでの開発区域ではほんの一部が現地保存されたの
みでほとんどが調査後に消失してしまいました。このたびイコモス（国際記念物遺跡会議）からもヘリ
テージアラート（危機遺産警告）が提出され、世界的にその価値が注目されています。
今回、近代日本の発展を担った高輪築堤について、その重要性を広くアピールするとともに、再開発予
定地内で今後も確認されるであろう高輪築堤跡および鉄道遺跡の保存と活用を市民と一緒に考えるため、
シンポジウムを開催するものです。

◆2022年４⽉16⽇⼟
◆午後1時30分〜4時30分
◆オンライン Zoom開催
◆定員500名参加費無料
◆基調講演
谷川章雄（日本考古学協会元会長）
◆パネルディスカッション
青木 敬（國學院大學）
伊東 孝（日本イコモス国内委員会）
老川慶喜（鉄道史学会）
谷川章雄（日本考古学協会元会長）
福島幸宏（日本歴史学協会）
辻 秀人（日本考古学協会会長）
◆共 催：産業遺産学会・鉄道史学会・日本歴史学協会
◆後 援：考古学研究会

http://archaeology.jp/2022/02/17/symposium/
お問合せ 03-3618-6608ＴＥＬ

ＵＲＬお申込み

＊日本考古学協会WebsiteまたはQRコードよりお申込みください


